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 特定非営利活動法人社会還元セン

ターグループ わ の第３回定期総会

は、平成１８年５月１８日（木）午

前 10時からシルバーカレッジホール

で、門脇淳子さんの司会で開かれ

た。 

 納利春理事長(生７)が「１７年度

は子ども家庭センターの電話相談業

務や小学校の学習支援活動に取組む

など成果を上げました」と開会挨拶

をした。来賓を代表して、こうべ市

民福祉振興協会の米澤俊雄専務理事

から「これからは人つくりが大切な

課題であり、その意味でもグループ  

わ の評価は高い。今後も協力と支援

は惜しまない」との言葉を頂いた。 

 来賓として他に神戸市保健福祉局

高齢福祉部 森田文明部長、同市高齢

福祉課 山本剛司課長、同市シルバー

カレッジ 小林和夫事務局長、神戸ワ

イン 渡辺由和常務の臨席があった。 

 議長に赤司松美さん(生６)書記に

谷田部宏さん（同）を選び、赤司議

長より当日の会員総数１０２０名、 

総会出席者１６２名、委任状４７８

名で会員数の過半数を得て総会は成

立している旨の報告があった。 

 議事に移り、三宅慶忠副理事長

（国８）から平成１７年度事業報告

及び決算報告、黒田宏監事から監査

報告がそれぞれあり、一括採決の結

果、挙手多数で可決された。赤司議

長から１８年度新役員選任の提案が

あり、新理事長に郷肥三さん（福

９）はじめ下記の新役員が満場一致

で承認された。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷新理事長が役員を代表して

「1000人を超すＮＰＯ法人はまれで 

あり、現在の活動内容では不満足で

ある。今後はボランティア内容の充

実と拡大に全力で取り組みたい」と

力強い決意表明があった。 

 続いて郷理事長から平成１８年度

事業計画、井上副理事長から同年度

の事業予算についての提案説明があ

り、挙手多数で承認された。特に事

業計画では活性化委員会の指摘を受

けて、新規活動分野の開拓に積極的

に取り組むとしている。またニュー

スポーツ大会など全員参加型イベン

トで、会員相互の連携と親睦を計る

ほか、新規事業として全国障害者ス

ポーツ大会（のじぎく兵庫大会）の

ボランティア活動、会員相互扶助事

業の具体化、子育て支援事業、在校 

生との連携強化などに取り 

組むとしている。主要議案 

すべての審議が終了した。 

最後に退任した納前理事長 

からお礼の挨拶があり、11 

時過ぎ閉会した。 

続いて第2部の文化部会 

    のパフォーマンスに移り、 

    ハワイアン、奇術、琴演 

奏、コーラスなどがあり、

終わりに混声合唱団と出席者全員で

校歌を合唱して締めくくった。 

200６年グループわ定期総会 

活動内容の充実と拡大をめざす 
    新理事長 郷 肥三氏（福９）が決意表明 

平成１８年度の事業計画を審議する第３回定例総会 
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理事長に就任して 
理事長 郷 肥三 （福-９期）

 

        会員の皆さん、日頃 

       はボランティア活動に

精を出してください

まして誠にありがと

うございます。 

私はグループ わ に

入りまして2年目を迎え、5月18日の

総会で理事長に選ばれまして、早や 2

ヶ月が過ぎようとしています。皆さん

の努力のおかげで、いま神戸市内では

グループ わ が少しづつ認知されてき

ました。人と人とのかかわりを大切に

して、市民の皆さんから感謝されるＮ

ＰＯ法人になりたいものです。シルバ

ーカレッジの建学精神にもあるように

“再び学んで他のために”を会員の皆

さんと共に行動に移して行きたいと思

います。 

理事長の行動指針として次の３つ

のことばを選びました。｢誠実、信頼、

思いやり｣のこころを持って常に事に

当ることです。熟年はどことなく品格

が必要です。品格がにじみ出るには人

間の質的なものがそなわっていなけれ

ばならない。 

 

偽りのない誠実な人格を身につけ

て常にそのこころを持って行動でき

るようにする。初めてお逢いした人に

も第一印象でなんとなく信頼関係が

築けるように行動する。これはボラン

ティアの必要条件であると考えます。

皆さんがグループ わ の会員とし

てボランティア活動をされる場合、例

えおひとりでもグループ わ を代表

しているという誇りを持って行動し

て頂きたいと思います。そうすること

によって、信頼されるグループ わ を

育てていきましょう。 

平成 18年度の本部関係イベントは

約 40件を数える程になります。(財)

長寿社会開発センターからの助成金

が内定しました。 

また、10月1日からのじぎく兵庫国

体、そのあとに続いてのじぎく兵庫大

会(第6回全国障害者スポーツ大会)が

10月14日～16日まで開催され、地下

鉄の総合運動公園駅前にてふれあい

広場が設営されます。グループ わ と

してもあそびコーナーを含めてボラ

ンティア活動を多くの会員の皆さん

に予定して頂いています。 

皆さんが互いに支えあって今後と

も元気で生き甲斐のある活動をしよ

うではありませんか。 

それが張り合い、やりがいにつなが

り、新たなエネルギーを生む。このこ

とを念頭におきそれが張り合いで、3

年目に取り組みたいと思う。 

活動の根底は人間尊重 
理事 中沢 保夫（音-9期） 

「人間尊重」というこ 

とばをあらためて思

います。目線を相手の

立場に合わせて考え

ながら共に楽しい

日々を送る。根底には 

自分をはじめ、周りの人たちや日本

人、ひいては世界のため、自分たちは

何を求め、何をすればよいかという、

人として大切なことがこの四文字に

ひめられていると思います。 

 グループ わ で理事として二年目

を迎え、引き続き「子どもたちの学習

支援活動」を担当することになりまし

た。多くの支援者の皆さまに、これか

らも楽しく生き甲斐を感じながら活

動され、小学校の子どもさんや先生方

のお役に立っていただけるように努

めていきたいと考えています。 

“わ”はKCSの大学院 
理事 東本 敦子（福-9期） 

私が事務局のお世

話を始めて 2年目に

はいりました。昨年

は、グループ わ と

は、どのような活動を

しているのかを見て 

何とか吸収しようとするだけで精一

杯だったような気がします。活動を通

じて先輩はじめ皆さんに親しくして

いただき、大変勉強になった一年でし

た。 わ はシルバーの大学院の感じ

で、カレッジで教わったことを実践し

ているみたいです。この1年は、皆様

とともに各種イベントや、ボランティ

ア活動に積極的に参加して行きたい

とおもいます。 

和をモットーに 
理事 上田 市夫 (生-10期) 

KSCでは環境問題の 

奥の深さを学んだ３年

間でしたが、卒業後は

趣味の菜園にいそしむ

ことを楽しみにしてい

た矢先に、図らずも 

わ のサポートを (次頁に続く) 

新理事としての就任挨拶 

 

縁の下の支えとして 
副理事長 井上  堅 （福-8期） 

グループわが NPO法
人化して3年目。少子高

齢化・国際化社会の中に

あって、地域に目を向

け、地域と連携して活動

する組織わが注目され 
ています。最近の社会構造、ライフス

タイルの変化に伴って、福祉ニーズの

多様化がすすみ、わ の活動も「持て
る力を出し合う仕組みづくり」が重要

になってきました。皆さんの豊かな知

識、技能、経験を活かせる場を拡げる

よう努力する所存です。 

「できる者ができることを、他のため

に」をモットーにわの活動に加わって 
3年目になりました。気負わず、縁の

下の支えとして頑張りたく思います。 

よろしくご協力をお願いします。 

グループ わ 3年目を迎えて 
副理事長 小林 將悟（生-8期） 

グループ わ に入っ

て早くも 3年目を迎え

た。わ の仕事の奥行き

の深いことが少しずつ

判ってきたように思う。

この間私たちを取り巻 

く、環境も動かし難いトレンドである

「少子高齢化」の足取りが確実にその

歩みを進めてきている。自分自身もそ

の中の一人ではあるが、バス、地下鉄

などの乗り物に高齢者の増加をひし

ひしと感じる。 

社会全体としてシニアパワーを生

かして如何に豊かな社会を形成して

行くかは、大変大きく重い課題であ

る。高齢者側から望まれることは、高

齢者自身、社会の役にそれなりに立っ

ていると言う手ごたえをしっかりと

感じることであろう。 
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(前頁から続く)するよう誘われまし

た。在学中は、わ についてはなんの

知識もなかっただけにサポートの話

には大きな戸惑いがありました。 

人の輪づくりの難しさは、地元の花

壇や公園のボランティアをする中で、

実感しております。皆様方の仲間に入

れていただいて日も浅く、分からない

ことばかりですが、先輩諸兄姉が各分

野で熱心にボランティア活動に取り

組んでおられる姿を見るにつけ、ただ

ただ敬服するばかりです。 

この刺激を大切にしながら、自身が

辿ってきたささやかな社会体験を「他

のために」少しでも役立てることが出

来ればと思っています。微力ではあり

ますが、先輩を鏡にして和をモットー

に頑張りますので、会員各位のご支

援、ご協力をお願いいたします。  

２年目を迎えて 
事務局長 髙橋 孝男（国-9期） 

グループ わ の事務 

局を担当し、この度２年

目を迎えることになり

ましたが、この１年間多

くのことを知りました。 

その一つに毎月届けられる活動報

告をパソコンのデータベースに打ち

込みながら、大勢の会員の皆様が多く

の人々を対象に活躍されている様子

が浮かんで参ります。 

残念ながら現場に足を運んで拝見

させて頂いたり、体験の機会が少ない

ため、そのご苦労の一端をお察しする

のみですが、事務局として少しでもお

役にて立てるよう努めますので、今後

とも何卒宜しくお願い致します。 

縁の下の力持ちとして 
事務局次長 髙木 稔雄(国-10期) 

カレッジ卒業後は、在 

学中に始めた趣味とボ

ランティアに専念する

つもりでしたが、 わ 本

部の手伝いをしてくれ

ないかとの電話があり、 

お手伝いくらいなら、と軽い気持ちで

入会しました。しかし、いきなり事務

局次長などという大層な肩書きを戴

きいささか戸惑っているところです。 

 この二ヶ月ほど、わ の事務局にい

て、非常に多忙であること、そして皆

さんがてきぱきと業務を処理されて 

 

ましても、正味財産が前年度と比べて

約160万円あまりの増加という結果に

なっております。これらは会員数の増

加もありますが、こうべ環境未来館、

こども家庭センターの受託業務に従

事しておられる方々の寄与が最も大

きな要因だと思っており、厚くお礼を

申し上げる次第です。  

来年はグループ わ の創立 10周年

の節目の年にあたり記念事業の実施

が計画され、それについての出費が予

想されますが、NPO法人に相応しい少

しでも社会に貢献できる行事にする

必要があると思います。 

喜びをともに味わおう 
財務担当 薮口 卓也(園-10期)

６月のしあわせの村

－緑の木々、色とりどり

の草花、ほととぎすの

声、こころ楽しめるもの

が溢れています。一度、

グループ わ にお出で 

になりませんか。趣味を楽しみつつ、

そのことが他の人々の心を少しでも

楽しく出来れば、何と素敵なことでし

ょう。ついつい迷い込んでしまったグ

ループ わ の世界ですが、まずは先

任財務担当の大西理事をお助けし

て、財務基盤の確立に努め、皆様のボ
ランティア活動が一層喜びを分かち

合えるものとして発展することにお

役に立てれば幸いです。 

活動の活性化に向けて 
  広報部長 西阪 順三（生-8期）

情報ぎゃらりーの編 

集を引き継いで早や 1

年。まだ未熟なパソコ

ン技術を駆使して紙面

つくりにただ忙しい

日々を送る１年でした 

この間、情報ギャラリーに対するい

ろんな意見やご批判を頂き、大いに

励みになりました。 

昨年からはじめた 子供たちの学

習支援活動 は、これからのグループ

わ の活動の根幹になる事業であり

ます。微力ながら学習支援にも参加、

活動内容を逐一取り上げて支援活動

を盛り上げてきました。 

今年はグループ わ のボランティ

ア活動の活性化が課題であり、紙面

やHPを通じて積極的に PRします。 

いることが印象的でした。 

本部の存在意義は、現在第一線でボ

ランティア活動されている方々の活

動をサポートし、またボランティア活

動の機会を待っておられる方々にボ

ランティアの場を提供することにあ

ると思います。 

まだ慣れない点も多々ありますが、

一時でも早くいわば縁の下の力持ち

としてそういった方々のご期待に沿

えるように、微力ながら尽くしていき

たいと考えております。 

現場支援に全力投球 
 事務局次長 加藤 勇治（美-10期） 

「カレッジ卒業を機 

に、これから少しは世の

ため、人のためになるこ

とをせねば・」という反

省の気持ちもあって、乞

われるまま わ の仕事 

を引き受けました。 

グループ わ は今や 1000名を超え

る会員を擁し、市内有数のボランティ

ア団体として注目されつつあります。

少子高齢化が進む社会にあって、経験

豊かなシルバー人材を擁する わ の

活動は今後ますます重要性を増すに

違いありません。 

わ には有能な方が数多くボランテ

ィア活動志願者として登録されてい

ます。一人でも多くの方がボランティ

ア活動に加わり、社会貢献を実感いた

だけるよう、活動現場をサポートする

事務局の果たすべき役割は非常に大

きなものがあります。 

「再び学んで他のために」を実践す

るには未熟で経験不足ですが、精一杯

取組み、“縁の下の支え”として現場

支援に全力投球する所存です。 

来年10周年節目の年 
財務担当 大西 隆史(生-8期) 

昨年度は私たちグル

ープ わ にとって、NPO

法人格認可の 2年目の

年でありました。会員の

皆様の献身的なご努力

と関係機関のご協力の 

お陰で、従来の活動に加え、「神戸市

こども家庭センター」電話相談の新規

受託業務や、こどもたちへの学習支援

活動といった新たな活動を展開する

ことができました。財務の内容におき 
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広がる地域交流活動 
 小学生見守りやクリーン作戦 

 

神戸市シルバーカレッジの全校生

による地域交流会が６月２０日（火）

から３日間、カレッジホールで開かれ

ました。３年目を迎えたこの活動は全

市域に広がりをみせ、今年も６４グル

ープに分かれて、小学生の見守り活動

や地域の駅 

周辺、河川 

のクリーン 

作戦が展開 

されること 

になりまし 

た。 

 「地域に 

入って活動 

するきっか 

けつくりに 

なるような 

授業をしてほしい」との学生からの要

望で、さる１６年度から共通授業とし

てはじめたものです。 

 ２０日は北、兵庫区、２１日は東灘、

灘、中央、長田、西区、２２日は垂水、

須磨区に分かれて全校生１、１００余

名が受講しました。 

説明会では神戸市市民参画推進局市

民活動支援課の上田課長、地域力強化

推進課の米山主査、同市地球環境課の

橋本主査から地域交流活動の参考とな

る「協働と参画による地域力強化プラ

ン」や「地域のイベント・サポート隊

“かえっこバザール”の開催」が紹介

されました。またグループ わ からは 

中沢理事、 

小 林 勝 氏

(国１１）

が「子ども

た ち の 学

習 支 援 活

動 の 現 況

と 支 援 登

録 者 の 勧

誘 に つ い

て」の説明

しました。 

午後からは各区ごとの地域交流グル

ープに分かれて、昨年までの活動内容

について説明を聞いたあと、今後の具

体的な活動内容や取り組みについて打

ち合わせ、各グループはこの夏休みか

ら交流活動に入りました。 

         

グループ わ ｢子どもたちの

学習支援活動」によせて 
    シルバーカレッジ事務局 
 平成１７年度にグループ わ が立

ち上げられた「子どもたちの学習支援

活動」は今年で２年目を迎え、着実に

進展しておられますこと、心よりお喜

び申し上げます。 

 グループ わ がこのような活動を

はじめられた背景には、今日の子ども

たちの育ちや生活の荒廃を鑑みられ

たのではないかと思います。教育界の

見直しや家庭の教育力の向上が叫ば

れていますが、子どもたちの学力低

下、不登校、行為障害等々の荒れた現

象の根底には、社会の大きな変化があ

ります。 

 皆様方シルバー世代が育った時代

は、物質的には貧しい生活ではあった

ものの生活環境や、家族・地域の人的

環境は、子どもたちの成長には実に適

したものでした。 

ところが現在は、文部科学省が「子

どもの生活リズム向上全国フォーラ

ム」を展開し「早寝早起き朝ごはん運

動」を推進しなければならない社会状

況です。また、地域力を高めようとす

る施策を打ち出すなど、人と人とのか

かわりもまた、敢えて創り出さなけれ

ばならない時代です。 

そのような時代だからこそ、これか

らを担う子どもたちと、ゆったりとし

た温かい時間を共有できる「子どもた

ちの学習支援活動」は子どもたちにと

っても、シルバー世代にとっても大切

な取り組みだと考えます。 

特に最近は、特別支援教育の補助を

要請してくる学校が多いと聞いてい

ます。特別支援を必要とする子どもた

ちは、その生活に寄り添ってあげるだ

けで、温かい人の思いをしっかりと受

け止め、安心して教育を受けることが

できるのです。 

今後、グループ わ の「子どもたち

の学習支援活動」がさらに発展し、シ

ルバー世代と子どもたちとの楽しい

出会いが、神戸のあちこちの小学校で

広まっていくことを願っています。 

 
地域交流活動の説明会に参加した在校生 

学習支援活動に 

はじめて参加して 
音10 - 川合 真人 

       この春から、こうべ小

学校 6年生の算数補助

（シルバーサポーター）

活動をはじめました。子

どもに教えることは、学

生時代の家庭教師以来 

45年振りです。現場で先生による実際 

の授業に参画して、分数計算等のサポ 

ートをしていま 

す。 

隔週で、1回３ 

時限（３クラス 

各１時限）渡辺 

寛治さん（国際 

10期）と２人で 

お手伝いしてい 

ます。算数の得 

意な子と、苦手 

の子の能力の差は大きく、苦手な子に

は、問題の意味が理解できないために

解けない子や、九九等の計算が出来な

い子もいます。この辺りを判断して解

き方のヒントを与え、出来るだけ自分

で考えて解いてもらうようなサポー

トを心がけています。 

 何度も解けなかった子が、やり方を

理解して突然「ああそうか」と声を出

し、自力で解き始めるのを目にするの

は、こちらの最も嬉しい時です。褒め

ると目が輝きます。これで自信が持

て、算数への興味も湧けばしめたもの

です。今は子ども達との新鮮な交流を

楽しんでいます。 

          

         

 
シルバー世代と子どもたちとの楽しい出会い  理事 - 中沢 保夫 

理事 - 中沢 保夫 

 

第4回学習支援活動 

登録者の集いのご案内 

 

日時：平成18年8月22日（火）10:00～12:00 

場所：神戸市シルバーカレッジ２F学習室１～４ 

主な議題： 

（１）平成18年度｢子どもたちの学習支援活動｣の現況報告 

（２）支援活動の進め方についてご相談 

（３）数グループにわかれての情報交換など 
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それが張り合 

電話相談1年を振り返る 
神戸市こども家庭センター 

国８- 国 三宅 慶忠 

グループわが神戸市こども家庭セ

ンターの電話相談を受託、業務を始め

てから１年が経ちました。昨今こども

への虐待、こどもの非行・粗暴行為が

社会問題化しており、時にはそれが人

命に関る事態にまでエスカレートし、

マスコミ種になるケースが多発して

います。 

神戸でも虐待、非行事例は例外で

はないようです。こうしたことの問題

解決に大切なことは、事前に、また事

後であっても状況を把握して、自治体

が適切に対処することです。 

こうした事態の通報や相談などは

職員の勤務時間外にも数多く寄せら

れます。しかも緊急なものもあり、何

時如何なる時であっても、そういった

情報を受け止める体制が必要です。 

国（厚生労働省）は、地方自治体

の児童相談所に終日２４時間・周年３

６５日電話相談に応じられるよう要

請しました。しかし、行政のスリム化

が叫ばれる環境にあって職員でこな

すことは容易ではありません。そうし

た事情の下、民活で補うこととなった

勤務時間外の電話相談業務をグルー

プ わ が受託することとなった次第

です。 

一旦受託した以上途中で挫折する

ことはできないし、準公務員的立場で

市民への直接のサービス窓口業務を

担う訳で、対応の如何によっては大事

に至ることも考えられ、委託の打診が

あった時は慎重に協議をしました。し

かしグループ わ の福祉活動や、NPO

法人格など諸条件が評価され、委託打

診があった。また市から業務受託して

いた環境未来館の実績からも、グルー

プ わ は受託能力があるとして、当時

の赤司理事長が受託を決断し、 わ 運

営基盤を強固にしました。 

去る６月９日の電話相談定例ミー

ティングで、こども家庭センター小川

主幹がこの１年間の総括をされまし

たが、概ね円滑かつ実効ある業務が遂

行できたとの評価に併せ、１年間の業

務についての数的実績も示して頂き

ました。 

電話相談員を担って頂いた方は、単

なるボランティアではない、寄せられ

た相談、通報などの情報について最終

的な解決能力、権限を持たない立場

で、最終的には職員に情報を渡し問題

解決を図ることになりますが、相談相

手に満足して貰うのにご苦労があり

ました。長年の経験、体験、知識に加

え、シルバーカレッジでの学習成果を

踏まえ適切に対処して頂いています。

なかには対処が不適切ではと真剣に

悩み、反省されているケースもありま

す。 

こども家庭センターの仕事は、健全

な家庭環境を育成保全し、引いては良

好な社会を形成することにもなる大

切なものです。電話相談員は、職員が

日頃遅くまで、そして休日もなく勤務

している状況を見るにつけ、電話相談

が市福祉行政の一助となり、大いに社

会貢献していると自負されていると思

います。電話相談員の方には、相談業

務になれてマンネリ化して、言葉は悪

いがお座なりの電話対応にならないよ

う自戒し、常に緊張感を持って業務を

遂行して頂きたいと思います。 

神戸市こども家庭センター電話相談

業務受託の成否は、正にグループ   わ 

の力量を問われるもので、電話相談員

の方たちの協力を得ながら、グループ 

わ として取り組みたいと思います。 

       ◆ 

 

 
～事故が生じた場合、わ 本部へ至急連絡を～ 

 
最近、わ 関連のボランティア活動中に怪我をされる人が増えています。お

互い事故のないように十分気をつけましょう。活動中に事故が生じた場合、

大至急 わ 本部へご一報ください。保険会社への事故報告は急を要します。 

ＮＰＯ法人ボランティア保険は、ボランティア活動中の個人傷害や会員が

事故により他人の身体や財物に損害を与えた場合も補償を受けることができ

ます。 

なお補償内容は次の通りです。 

補 償 項 目 保  険  金  額 

 １事故・保険期間中 ２億円 

 
1事故・保険期間中 50万円(現金10万円) 

 
１名(1事故･保険期間中)50万円(同100万円) 

 事 故 対 応 費 用    １事故・保険期間中 500万円 

 死 亡       50万円 

 後 遺 障 害    1･5万円～５０万円 

 入院日数に応じて２～10万円 

通院日数に応じて１～5万円 

 死 亡 保 険 金 額   ５３５万円 

 後遺障害保険金額 ５３５～１６･０５万円 

入院保険金日額 ８，０００円 

  手 術 保 険 金 額 入院保険金日額の10・20・40倍 

通 院 保 険 金 日 額 ５，０００円 

 お知らせは わ 本部（TEL 743－8101番、FAX 743－3830番） 

                    保険担当 井上 堅まで 

賠 

償 

責 

任 
保 
険 

       

賠償責任 

（免責金額 

 なし） 

 

対人･対物共通 

管 理 財 物 

人格権侵害 

見 舞 費 用 

傷 

害 

保 

険 



６ 情報ぎゃらりー 第３５号 部会たより 

 

 

 

地球環境に優しい 

グリーンプラを普及 
生１０-環 角南 貴義 

私たち、シルバーカレッジ 生活環

境コース（１０期生）の有志が「グル

ープ学習」のテーマとして「次世代プ

ラスチック・グリーンプラ」を取り上

げ学習してきました。  

 この成果を踏まえて、環境保全、特

にＣＯ2排出削減（京都議定書遂行責

務）・脱石油依存・廃棄物利活用を主

眼に、バイオマスの活用を図り、循環

型社会作りに寄与することを目的と

して、本年4月に「神戸グリーンプラ

の会」を立ち上げました。  

【“グリーンプラ”ってなに？】 

・使用中は従来のプラスチックと同じ

ように使えて、使用後は自然界の微生

物によっ て水（Ｈ2Ｏ）と炭酸ガス（Ｃ

Ｏ2）に分解される地球に優しいプラ

スチックです。 

・主として植物や生ごみなど『植物由

来の資源』バイオマスを原料としてい

ます。石油などの化石資源と違い、持

続的に利用できるのが特徴です。

 
 

【プラスチックと どう違うの？】 

・焼却しても埋め立てても、新たに

大気中のＣＯ2を増加させません。（Ｃ

Ｏ2を吸収して育つ“植物”を原料と

しているため、カーボンニュートラル

な材料だからです。） 

・石油などの限りある化石資源を節約

できます。  

・使用後は回収し、バイオリサイクル、

ケミカルリサイクル、マテリアルリサ

イクル、サーマルリサイクルなど最適

のリサイクルを選択できます。 

【どんなところに使われているの？】 

・包装容器（レジ袋、梱包緩衝材、卵

パック、食品トレー、包装フィルムな

ど）  

 

・日用品（食器、ゴミ袋、水切りネッ

ト、文具、玩具、紙おむつ、育苗ポッ

ト など）  

・自動車、電気部品（タイヤカバー、

フロアマット、音響機器・パソコン筐

体 など） 

【グリーンプラをどう見付けるの？】 

・グリーンプラ製品 

には、右のようなマ 

ークがついています。  

・現在、グリーンプ 

ラマークのついた製 

品が800種あまりあ 

ります。 

【神戸グリーンプラの会はどんな活動

をするの？】  

＝ グリーンプラの普及を通じて ＝ 

・環境教育の推進を図る活動 

・こども環境教育向上を図る活動 

・グリーンプラ製品の導入を支援する 

 活動・関連情報の受発信    

・個別連絡・助言援助の活動 

【最後に】 

・昨年の「愛知万博」で初めてグリー 

 ンプラが紹介されました。 

・今秋開かれる「のじぎく兵庫国体」

でも一部（弁当ケース、資料袋、カ

ードホルダーなど）にグリーンプラ

を採用する予定です。  

・グリーンプラはまだまだ“ひよっ子”

であまり知られておりません。“環境

に優しい・グリーンプラ”を普及さ

せるために、私たちとグリーンプラ

の会で一緒に活動しませんか？お待

ちしています。 

申込は神戸市シルバーカレッジ内 

    グループ わ 環境部会へ 

    ＴＥＬ ７４３－８１０１ 

    ＦＡＸ ７４３－３８３０ 

学園祭でグリーンプラのＰＲ活動 

早や２年が経ちました 
こうべ環境未来館管理運営 

生６- 環 赤司 松美  

 平成１６年６月１日にオープし

た「こうべ環境未来館」も早や２年

が経過しました。管理運営委託業務

を開始し、現在までに大きなトラブ

ルもなく、関係者の努力で順調に業

務遂行がなされ、その成果は行政お

よび市民からも高く評価されてい

ます。 

 お陰さまで１８年度も引き続き

業務委託を受け関係者一同、環境啓

発の拠点としての未来館の使命を

全うするよう尚一層の努力研鑽を

する覚悟であります。 

 毎週水曜日が定休日で、定休日以

外は責任者１名、コーディネーター

１名、計２名が９時より１７時まで

常駐し、管理業務に当たっていま

す。月平均1,000人を越す見学者が

あり、予約された団体客にはガイド

も行っています。 

 20名程度の会議室および1４0名

収容可能な研修室（３分割利用も

可）も無料で借用できます。環境未

来館、隣接の資源リサイクルセンタ

ーの見学および上記部屋の借用願

等の問い合わせは下記まで。 

見学申込および問い合わせ 

TEL 995 - 3196 FAX 995 - 3192 

 
再生品の展示および提供 

 毎月、自転車および家具の再生品

を各約10点を展示し、第3金曜日

に抽選により￥1,000円～¥2,000

円で提供しています。グループ わ 

会員の来館見学をお待ちしており

ます。なお詳細はホームページ 

(http//www.kobe-miraikan.com) 

を参照してください。 
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地球温暖化防止の学習会 
～未来の乗り物と 

   エネルギー工作教室～ 
 こうべ環境未来館と栗本鉄工所、大

阪ガスの共催、アースパル KOBEの協

力で６月１７日（土）１０時から１５

時まで開かれました。参加者１２１名

スタッフ５２名という大人気の学習

会となりました。 

 私たちは、毎日多くのエネルギーを

使って生活しており、 

さまざまな環境問題 

の多くは、普段のラ 

イフスタイルが原因 

となっていることが 

ほとんどです。この 

ような観点から、エ 

ネルギーをテーマに 

電気やクルマの排気 

ガスやクリーンエネ 

ルギーをとりあげて 

子どもたちに地球温 

暖化に関心をもってもらうとともに、

地球温暖化を防ぐためにはどうした

らよいかを体験的に学び、身近なこと

から実践行動に結びつけてもらおう

という企画でした。 

 今回のプログラムは、まずは６班に

分かれて、班ごとに地球温暖化防止に

ついて話し合いをし、これから家に帰

って実践することを班ごとに発表し 

てもらいました。 

 次に大阪ガスの担当者からエネル

ギーを中心にした子どもにも分りや

すい内容の環境の話や、栗本鐵工所の

水の電気分解と水素を利用した燃料

電池の実験、アースパルKOBEの手動・

風力・太陽光発電器具を使ったクリー

ンエネルギーの実験、神戸市環境局の

水とCO2を使った実験などがあり、班

ごとに巡回して、話を聞いたり見たり

体験しました。 

 その後、屋外に出て、大阪ガスの天

然ガス車とディーゼル車の排気ガス

の比較実験や大気観測車の説明を聞

いたり、栗本鐵工所が持ってきていた

だいた世界初の「燃料電池を動力源と

する電動カート」と日本初の「燃料電

と実験に挑戦しました。いろんなアイ

デアを反映した羽根車ができあがり、

大人も子どもも工作と実験に熱中し 

ていました。 

 午後からはあいにくの本降りの雨

になりましたが、今回のプログラムを

通して、普段何げなく使っているエネ

ルギーと地球温暖化とのつながりや、 

それを防ぐためにはどうしたらよい

かについて、たくさんのことを学び、

エコスクールを終えました。 

 参加された方の感想の一部を紹介

します。【子どもたちの感想】 

・工作で羽根車を作ったのが楽しかっ

たです。乗り物に乗ったのも楽しかっ

たです。工作で作ったものを家でもや

ってみたいです。（８才女児） 

・燃料電池電動カートに乗ったのが楽

しかった。これからはテレビのスイッ

チを細かく消します。地球がこのまま

であって欲しいから。（１０才男児） 

【大人の感想】・水素ガス車の試乗見

学が楽しかった。扇風機は控えめに、

お風呂はまとめて入りましょう。部屋

の電気、テレビのつけっぱなしは控え 

ます。（４０才男性） 
 

 
 

を調理したものを賞味しました。「こ

んな野草も食べられるなんて･･･」と 

和気藹々のうちに春の野草を楽しく

味わいました。 

最後に子どもたちに採取した野草

をスケッチし、それぞれの感想を発表

してもらい終了しました。 

参加した３０歳のお母さんは「山菜取

りに行きリーダーの生き辞引きの様

な山野草の知識にびっくり!とても勉

強になりました。藤の花やつばきの花

が食べられるなんて驚きでした。 山

菜独特の苦みが旨いですね。これから

山歩きや散歩にも野草を見ながら歩

きます」と話していました。 

池電動車いす」に試乗しました。 

午後からは扇風機を使って、弱、中、

強、首振りでどれ位消費電力が異なる

かを測定して、家電製品の使い方によ

る消費電力の違いを実感したり、様々

な家電製品の消費電力量を調べまし

た。続いて、実際の風力発電でも用い

られる羽根車をペットボトルを使っ

て作成し、小型モーターの軸に取り付

け、うまく回転させて発電させる工作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

野草の観察とクッキング 

～食べられる野草を探して 

       春を味わおう～ 
５月２０日(土)午前１０時から開

催されました。前日の激しい雨で 開

催が危ぶまれましたが、幸い雨も上が

りスタッフを含め参加者９１名が一

日を楽しみました。未来館周辺の西区

押部谷町木津一帯は自然環境の豊か

な田園地帯で、この自然環境の中で、

子どもたちは野草を観察してまわり

ました。 

スタッフとして参加したグループ 

わ の 野草に詳しい会員たちから野

草の名前や食べられる野草を説明し

てもらいながら、 野草の観察と野草

摘みを楽しみました。摘み取った野草

をスケッチし、またいろいろな野草の

試食会など貴重な体験を通して、自然

のありがたさや大切さに気づいたよ

うでした。 

午後からは野草の観察や採集した

野草や 七草を映像で説明を受け再確

認しました。 そのあと楽しみにして

いた野草の試食会で、いろいろな野草 

こうべ環境未来館エコスクール2話 

 
生３- 中島 洋吉 

 
燃料電池の電動カートを楽しそうに試乗する母子 

未来館のビオトープで野草や生きもの調べ 
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｢見守りグループ」が活躍 
登下校の監視や農園の管理 

生８- 西 三島 隆夫 

西区竹の台在住の わ の会員の

方々により、この５月から「竹の台見

守りグループ」を結成していました

が、新しい活動として「なかよし農園」

のお手伝いをはじめました。 

見守りグループは黄色の目印のベ

ストを着用し、神戸市立竹の台小学校

の生徒が登下校する道の角々に立ち、

交通安全と犯罪防止に役立てようと

いうものです。 

現在、登録者は約３０名で当日、都

合のつく人が小学校に集まり、その都

度、場所を決めて立ち番です。３０度

を越す炎天下の立ち番は大変ですが、

児童から「こんにちは、さようなら」

の元気な声の挨拶を聞きたくて、また

ぞろ出掛けます。児童達はもちろん

我々も夏休みを待ち侘びていました。 

炎天下、なかよし農園でお手伝い 

「なかよし農園」は、NPO法人ぴっぴ

（主に主婦）の皆さんが立ち上げてい

た農園のお手伝いで、毎週水、土曜日

の午前中、畑の耕し、草取り水遣り等、

この炎天下に大変ですが、子ども達に

も体験させています。その成果である

夏野菜類を先日、小学校でバザーを開

き近所の皆さんに頒布しました。次回

が待ち遠しいなど好評を頂きました。 
 

含めて、川さらいや雑草抜きに汗を 

流しながら交流を深めました。 

 灘区会は今年、９期生から 12期生

(在学生)まで新入会があり、現在 45

名（男子３０名、女子１５名）になり

ました。例会や新会員歓迎会を開いて

会員の親睦を深めたり、先日は わ 本

部の役員と灘区役所のボランティア

センターを訪ね、今後の活動支援をお

願いしてきました。 

 

新入会員８名を迎え総勢３８名が

出席、阪神電鉄新在家駅を出発しまし

た。まず、こうべ甲南武庫の郷から処

女塚古墳→神戸酒心館→白鶴酒造資

料館→菊正宗記念館等でお酒を試飲

しながら桜正宗記念館までの約４キ

ロを２時間半かけて歩きました。 

雨具を用意していたのですが、お天 

気も回復したので、入谷清弘さん（食

文５期）の楽しい説明を聞きながらの

快適な酒蔵めぐりでした。桜宴にて例

会、歓迎昼食会を和気藹々のうちに終

了、新旧会員の親睦を深めました。 

 

 

 

 

 

 

何時も分かり易く園児に指導してく

ださる冨永征児さん（園芸-７）に感

謝です。 

 １９日にはこのジャガイモと前回

収穫した玉ねぎを使っての収穫感謝

のパーティーが開かれました。PTAの

お母さん達がお料理した「粉ふきい

も」「いため玉ねぎ」が小さいテーブ

ルに並べられ、私達も園児達と一緒に

味わいましたが、何と楽しいひと時だ

ったでしょう。植付けから収穫、そ 

   して調理の手伝いをし、 

   食事をいただくまでを 

一貫して体験した園児 

    達は、食べ物の大切さを 

学んだことと思います。 

最後に園児達のお礼の   

ことばに胸を熱くしま

した。     

地域のふれあいの大 

切さが叫ばれているこ 

の頃、子どもたちの成長

を見守る手助けになれ 

ばと思います。  

 

都賀川の清掃に汗流す 
     国８- 灘 福田 望  

 ９期生を中心とした「都賀川を守る

会」と灘区会が共同で、７月９日（日）

に夏の川開き前の清掃作業に汗を流

しました。 

 東灘区会の皆さんの応援もあって

総勢２０名で、都賀川の周辺の公園を 

 

灘の酒蔵めぐり 
新入会員歓迎ウォーキング 

音５-東 藤井 潤子 

 恒例により新人歓迎のウォーキン

グを今年は灘の酒蔵巡りとし、去る

４月１２日に行ないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
新入会員を迎えての酒蔵巡り 

 

 
 

心配した雨も降らず陽射しの強い

７月４日。東灘区魚崎町の市立遊喜

幼稚園では、園児と共にわくわくし

ながら待っていた“ジャガイモ”の

収穫の日です。 

ことしで２回目になるジャガイモ

堀りですが、約20本の苗からなんと

大小あわせて130個の収穫でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日は年長、年少組を合わせて

４６名と、私たち東灘区会の会員９

名も加わってジャガイモ堀りに参加

しました。園児の小さい手で掘って、

掘って「もう終わりかな」と思った

ら、また大きなイモが手に触れた。

喜びいっぱいの笑顔で、大事そうに

ジャガイモを抱えていたのが印象的

でした。この笑顔に接すればボラン

ティアは辞められません。 

 四季折々の野菜の成育については 

 

掲示板 東灘区会 
 １０月１７日（火）は大阪ガスの 

ＬＰＧ泉北工場の見学会です。会員

の皆さん予定しておいて下さい。 

 

 

収穫感謝のパーティー 
 遊喜幼稚園の食育ボランティア  

音５- 東 藤井 潤子 

 
「わぁー大きなおイモだ」おお喜びの園児たち 
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トン大会。夏は夏休み体操会、盆踊り

大会、秋の輪投げ大会、運動会。また

日帰りバス旅行、ハイキングと毎月の

ように行事を行ってきました。 

 こうした盛り沢山の行事もわずか

１００円の年会費で、多くの世話役の

方々の積極的なお手伝いと、少額なが

ら多数の方の寄付によって今日まで

続けることが出来ました。 

 昭和５１年８月、会下山会場からＮ

ＨＫ全国放送によるラジオ体操会が

放送され、３,０００人の参加者が集

まりました。５５年４月には朝日放送

ラジオ「おはよう道場洋三です」で紹

介されたり、郵政省からラジオ体操全

国優良団体など数々の表彰を受けま

した。熱心な会員も多く、現在１万回

以上の参加者が２人、５千回以上の人

が５０人もいます。 

この盛況が一変したのは平成７年 

１月１７日の阪神淡路大 

震災です。震災５日目か 

ら再開したものの、ほと 

んどの行事が休止し、最 

近の体操参加者は春から 

秋には２００～２３０人 

冬には５０～８０人に減 

っています。 

こうした体操会も他の 

     ところも同じだと思いま 

すが、当初は近隣の住民 

とのトラブルが度重なり

ました。ラジオの音が高いとか、沿道

での参加者の話し声や笑い声に対す

る苦情、嫌がらせが大半でした。 

 いまではご近所との相互理解も深

まり、以前のような賑わいを見せてい

ます。市当局からも５０年近い活動実

績が認められて、会下山公園一帯の清

掃委託を受け、会員有志が毎月２回、

広い公園の隅々までゴミ拾いをした

り、年１回サクラの苗木を植え続けて

います。 

 近隣地域団体と行政と共に“美しい

公園づくり”への動きもはじまり、少

子高齢社会に対応するために、多くの

地域住民の健康とコミュニティづく

りへの参加が望まれています。 

  

 

理想の土で花壇や畑作り 
垂水会地域活動部会 

生９- 垂  竹中  任 
神戸市立多聞ひまわり幼稚園で園

芸作業している垂水会地域活動部会

の在籍人員は１５名です。第１、第３

火曜日の活動日には８～９名の方が

常に参加されています。 

作業時間は午前９時30分から11時

30分までの２時間です。活動内容は園

児がつくる野菜畑や花壇用の土作り

が主な作業ですが、他に園児たちが参

加できる畑で、季節毎に植える野菜、

じゃがいも、玉葱、さつまいも、キュ

ーリ、トマトなど１０種類ほどの作付

けも行います。幼稚園の花壇には季節

に応じた清々しい花が常に咲いてお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生き物が相手ですので、月２回程度

の活動では、満足できる世話ではあり

ませんが、メンバーの人達が随意に園

に来て雑草を取ったり、苗木の添え木

等を作ったりしています。 

「食育」の重要性が注視される中

で、我々はできるだけ「理想の土」即

ち山の腐葉土のように有機物や、ミネ

ラルを多く含んだ土作りを目指して

日々の作業をしております。また園児

の年長組との会話を通じて、虫の働き

や生き物の命等について、いろんな質

問や問いかけも楽しみの一つです。 

いま幼稚園では、さつま芋、ゴーヤ、

キューリ、さんどまめ、おくら、ひま

わり等で緑一杯です。メンバー全員が

楽しんで活動しております。 

 

 シルバーカレッジに学んだ私たち

は“再び学んで他のために”を合言葉

に、多様な社会活動に参加していま

す。しかし“他のために”は実は自分

の健康と生き甲斐のためになってい

ることを多くの人が認めています。 

 そのことが他の人にお世話になら

ないで生きて行く事によって、他の人

へのボランティアになっていると思

います。そのために手軽に参加し、お

手伝い出来るのが、いま市内５１ヶ所

で行われている年中無休の朝のラジ

オ体操だと思います。 

 私が４５年来参加してきた「会下山

ラジオ体操会」は、兵庫区の中央、標

高５０ｍの会下山の山頂にあります。

緑の多い適度な散歩道を登ると、楠正

成湊川陣跡の碑や、殉職海員３万２千

余の霊を祀る海員萬霊塔のある広場

です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和３３年７月（１９５８年）に、

近くの医師家族によって始められ、年

毎に参加者が増えたのです。昭和４０

年代から６０年代にかけて、春と秋の

気候のよい時期は８００人、夏休みに

は小学生の参加もあり１，０００人を

越す大体操会場となりました。冬場で

も５００人の参加者がありました。 

 毎朝、雨の日も風の日も一日も休む

こともなく、ラジオ体操で健康な汗を

流しています。体操のあとは民踊の

輪、あちこちで詩吟、将棋、輪投げ、

バドミントンを楽しむ人々で賑わっ

ていました。 

 年中行事も盛んで元旦の新年祝賀

式、春の花見会、将棋大会、バドミン

  

 

 

美しい会下山公園づくりに発展 

４５年間のラジオ体操会活動が実を結ぶ  福３-兵  山中 敏夫 

 

朝日を一杯に浴びて会下山ラジオ体操の会員たち 

きゅうり、おくらの苗植えの部員たち 
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“わいわいストリート”大成功 
初イベントで わ の実力発揮 

理事 - 加藤 勇治 

快晴のさる5月3日(祝)しあわせの

村中央緑道で、親子連れや行楽客を対

象に、手作りイベント“わいわいスト

リート”が催され、８００人を超える

参加者で大にぎわいでした。 

 このイベントはしあわせの村（こう

べ市民福祉振興協会）が従来、業者に

委託して、毎年 5月に開催していまし

たが、本年はグループ わ が全面委託

を受け、その実行力が注目される催し

でありました。 

 
 

「親子の絆を深め、心の通う」イベ

ントとして企画し、 わ 本部、関係部

会、地区会挙げて取り組んだ結果、従

来をはるかに超える８００名もの親子

の参加がありました。今回の大成功で

グループ わ の総合力（企画力、要員

動員力、運営力など）を内外に印象付

けました。 

 しあわせの村中央緑道沿いにテント

を並べ、6つの昔遊びコーナー「ケン

玉・独楽まわしコーナー」「紙ヒコー

キ・折り紙コーナー」「ぴょんぴょん

蛙・紙トンボコーナー」「折り染めコー

ナー」「木のおもちゃ作りコーナー」「竹

馬・竹ゲタコーナー」を設け、関係者

総動員で対応しました。 

この日、しあわせの村を訪れた親子

連れの目を惹き、人気を独り占めする

催しでした。いずれの体験コーナーも

昔遊びに熱中する親子で終日賑わいま

した。なかでも文化部の「一寸奉仕」

クラブの皆さんが大道芸人に扮し大活

躍。講釈師が面白おかしく演じた口上

と、一座の全員が披露した玉簾の妙技

がイベントを盛り上げ、楽しい催しに

色を添えました。 

◆ 

のではなく、出来るだけ自分の手作り

を付けてもらうことにしました。瞬く

間に出来上がった赤い提灯を、見つめ

る子供達の笑顔がとてもにぎやかで

した。 

 今は流すこともなくなった笹飾り

ですが、せめて数日でも、部屋に飾っ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、自分の夢や、願い事を書いた短冊

を見ながら、なにか、ロマンを感じて

くれたら…と思いました。 

参加下さった皆様 どうもお疲れ様

でした。 

「七夕飾り作り」に参加して
福１-文 杉田 明子

７月２日 フルーツフラワーパーク

でのイベント「七夕飾り作り」の日は

予報通り朝から雨。「どうか、止んで

欲しい」の願いが通じたのか、正午近

くには殆ど上がり、ぼつぼつお客様が

やってこられました。 

折り紙グループの 

桝田さんのアイデア 

によるオリジナルの 

舟飾りや、華やかな 

網、可愛い折り紙の 

お人形など、この下 

準備はさぞ大変だっ 

たことでしょう。会 

場の大笹には、色と 

りどりの飾りが、賑 

やかに付けられてお 

客様を待ちます。 

 開店早々には、グループ わ の事務

局の皆さんがサンプルを作って ＰＲ

もして下さり、お客様もだんだん増え

てきて、手元はにわかに忙しくなりま

した。出来上がったものをただ付ける

 

お手玉やあや取りを楽しむ親子たち 

林や草地に生えるアカネ科の多年生つる草で、

茎は左巻きに他の植物などにからみついて上にの

びて行く。つる性の植物は茎が弱いくせに、他に

からみつくことによりどんど延びていく生命力の

強さを持っている。 

 この植物を紹介するときには、葉をもんでにお

いを嗅いでもらうとその悪臭に驚く。そこで、ヘ

クソカズラという名前をいうとすぐ納得する。漢

字で書くと「屁糞蔓」というあまり名誉でない名

前がついている。この様な名前とは裏腹に、7月ご

ろ、中心部が赤紫で外側が鐘状のかわいい白い花

をつける。この花の色がお灸をすえた痕のように

見えるとか、花を体に押し付けてヤイトをして 

遊んだりした（ヤイトも今では死語になったか？）

のでヤイトバナの別名がある。 

このほうが似つかわしいとも思うが本名がヘク

ソカズラだから仕方がない。この悪名では可哀想

なのでサオトメバナ（五月女花）という雅号をも

らっているそうだ。 

「灸 花
やいとばな

 貧乏神の 匂ひとも」猿山木魂  

季節の草花 ⑤ 生８ - 久保 知彦 

へ ク ソ カ ズ ラ 
 

七夕飾りをもらって大喜びの子どもたち 
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 車椅子テニス大会を支援 

 国８- 国 佐伯 義昭
兵庫県車椅子テニス協会主催「車

椅子テニス神戸オープン 2006」が 4

月 26日(水)から 5日間、しあわせの

村テニスコートで、全国から 105名

の選手が参加して開催されました。

競技会には多数の団体、グループが

会場支援と云うことで参加しまし

た。私たちグループ わ 国際部会が

中心となって北区会、カレッジ在校

生の応援を得て支援ボランティアに

参加しました。 

この競技は車輪がハの字型をした

専用の車椅子を使い、プレーヤーは

２バウンドでボールを打つことが出

来るという唯一の例外を除いて、健

常者テニスと全く同じルールに従っ

ています。 

会期中は天候に恵まれ、選手たち

は障害者とは思われないほど明る

く、この大会にそなえて猛練習に励

み、その成果を十分に発揮する素晴

らしい試合を展開し、生き生きとプ

レーを楽しんでいました。そんな真

剣な姿を見て、私たちは元気をいた

だきました。 

 
熱戦が繰り広げられる車椅子テニス大会 
私たちの作業内容はテント張り、

競技用車椅子の運搬整理、専用駐車

場の整理のほか、接待係要員として

飲み物、バナナ、弁当などを配布し

たり、トイレの掃除、添乗要員とし

て伊丹空港、神戸空港、新神戸駅な

どで全国各地からの選手たちの送り

迎えなどです。 

 最終日には表彰式のあと、主催者

及び大会会長から私たち各ボランテ

ィア団体に感謝の言葉を頂きまし

た。グループ わ の参加人数は延べ

50名で、快く支援ボランティアに参

加して下さった方々、本当にご苦労

さまでした。 

 
申し込み終了後に説明会を開催いたします。日時については後日連絡します。 

お申込・問い合わせは グループ わ 743－8101番 

              大坪英二 TEL＆FAX 709-2484番まで 

活動の場の提供を 
しあわせの村に強く要望 
 しあわせの村を運営する「こうべ
市民福祉振興協会」の役員と、グル

ープ わ の役員との懇談会が５月 30

日、シルバーカレッジ事務局で開か

れました。 

今春の役員改選で新しいメンバー

となり、顔合わせを兼ねて開かれた

ものです。協会からは米澤俊雄専

務、鳥井正広常務、河合政利企画課

長ら９名、グループ わ からは郷肥

三理事長ら役員１２名が出席しまし

た。 

郷理事長から「グループ わ も千 

人を越す大所帯となり、現状では会

員の活動の場が少く、お膝元である

しあわせの村で是非、活躍する場を

提供してほしい」と要望しました。 
 河合企画課長は「先日、初めての

試みとしてわいわいストリートをお

願いしたが、なんとこれまでの２倍

に当たる８００人を超す参加者があ

り、わ の動員力に感心した」と報告
された。 
グループ わ の役員からは「会員
の中にはいろんな専門家がいるので

①村内には野鳥が多く、鳥の鳴き声

を聞く会②真夏の夜空の星を観察す

る会などを企画してほしい」と提案

しました。 
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ボランティアのお願い 
中突堤 かもめりあ 

勤務時間：10:00 ～ 16:00 
    （12;00～13:00休憩） 
勤 務 日 ：土、日、祝のみ 

1ヶ月か 1･5ヶ月に 1回交代 
都合の悪い時は各自交代する 

業務内容：来場者に港めぐりの船 
  かもめりあの施設、神戸市内 
  観光の説明。 
報 酬： 1回 1,000円 
連 絡 かもめりあガイド世話役 
   佐野 裕（福祉 1期）まで 
   携帯電話 090-1158-9731 

 

グループ紹介⑤ 

  
福５－文 淡路 忠義

この会は KSC・OB で結成し、平
成１３年３月にグループ わ あかり
の会とする。現在会員数は２０名

（平成１８年４月現在）で毎月２回

研修会を開いている。第１火曜日

（中央区脇浜海岸通、 
日赤ボランティアルー 
ム）第４水曜日（しあ 
わせの村研修館）いず 
れも時間は 10:00～16: 
00 講師は平林 良直 
（あかりの会発起人）。 
平成１５年６月に 
兵庫県声の図書赤十字 
奉仕団（10グループ） 

に入団。活動内容は単行本等朗読・

録音テープに入れて盲学校に寄贈。

テープの作成 インタビュー 編集 

構成 点字他。日赤の行事に参加

（例、募金活動、防災キャンペーン

他）視覚障害者との交流会（年１

回）幼稚園、小学校、各施設で朗

読、紙芝居、ガイドヘルパー等。 
新年会、研修旅行で会員の親睦を深

めています。 

同窓会、合宿などは 
神戸市立フルーツ 

フラワーパークで!! 

フルーツフラワーパークの“シ

ニア（65才以上）ゆとりプラン”

をご存知ですか？ 

・1泊2食7500円（カラオケ付） 

・かけ流しの天然温泉あり。 

・10名以上には、送迎バスも予約

できます。（無料です。） 

同窓会、グループの合宿、研修

会などにご利用ください。また、

フルーツフラワーパークのご好意

により 下記のようなグループわ

の会員のみの特典があります。 

１グループの合宿、研修のために

は、無料で部屋を使わせいただ

くことが出来ます。 

２年齢を証明する物の提示はいり

ません。 

お問い合わせや、お申し込みは 

グループわ事務局まで。 

℡７４３－８１０１番。 

   
「男子厨房に入るべからず」私は父

の教えを守って、７０歳を過ぎた今も

自慢ではないが、料理というものを一

切したことがない。そんな私が料理研

究家、白井操先生の楽しむ料理教室

「台所から始まる素敵なこと」に初め

て参加した。 
白井先生といえば NHK テレビの

「きょうの料理」でおなじみで、シル

バカレッジ食文コースの講師でもあ

る。初めて作る料理は老人の健康を考

えた“牛肉の時雨煮”“だしたっぷりの

焼き茄子”“豚肉のみそ生姜焼き”など

栄養たっぷりの内容です。 
白井先生はテレビ放送馴れからか、

流暢な口調で一気に説明されるが、初

心者の私にはノートする間もない。５

人１組の共同作業で、私は茄子を焼い

て、竹串を使って皮をむいたり、豚肉

の生姜焼きを担当した。馴れぬ手つき

の私を見て、先生が手をとって直々の

ご指導です。 
やっとのことで無事料理が仕上がっ

たが、他の組に比べて美的感覚が足り

ない。自分が作った料理の味はまずま

ずで、２時間余りの緊張感から開放さ

れた。 
この料理教室のテーマは「台所から

始まる素敵なこと」であるが、私には

とても楽しむどころか、料理とはなん

と難しいことが分かった。それと妻が

毎日、朝昼晩の食事を作る苦労をしみ

じみと感じた次第です。ただ感謝、感

謝である。（J・N） 
 

「グループ わ の活動資金に役
立てて下さい」 ファンシーワー

クスの代表角田正代さんが５月２

２日、グループ  わ の事務局を訪
れ、学園祭やバザーの売り上げ収

益金１０万円の寄付がありまし

た。 
 ファンシーワークスはシルバー

カレッジ５期生の有志で立ち上げ

られ、趣味の手芸を活かして、手

編みのベストや帽子、ビーズなど

を制作、学園祭やバザーなどで販

売したり、施設を慰問して作品を

寄付したりしていました。 
 一時会員は２０人を越すクラブ

でしたが、最近は入部者が激減、

本年春には会員が４名にまで減っ

たため、クラブを解散することに

したのです。５月１７日、しあわ

せの村にＯＢらに呼びかけて最後

のお別れ会を開き、作品の売り上

げ余剰金１０万円の寄付を決めた

ものです。 
代表の角田さんは「会員が少な

くなっても施設の慰問は続けま

す」と話しています。なお OBの
皆さんも定期的に集まって、編み

物の研修や奉仕をしています。 

 ポーンと 10万円  
 ファンシークラブが寄付  


